
臼 杵 市

平成２５年４月１日施行

臼杵市

市民
が主役 !

 幸せを実感できるまち

みんなで

 つくろう

まちづくり
基 本 条 例



【臼杵市まちづくり基本条例って何？】

市民が幸せを実感できる臼杵のまちをつくっていくための決まり(ルール)となるも

のです。市民の責務や権利、議会や議員、市長、職員の責務のほか、協働でまちづくりを

行っていくために必要なしくみや役割を定めています。

臼杵市のまちづくりを行っていくうえでの指針や精神をうたっていますので、何か

困った時や迷った時に立ち返って確認してください。

【どうして条例が必要なの？】

地方分権が進められ、臼杵市の特性を活かした臼杵市らしいま

ちづくりを自主的に判断して行うことができるようになりまし

た。そのための決まり（ルール）が必要となりました。

これによって、市民が主体的に協働で「市民が主役のまちづく

り」を行うことに期待ができます。

※臼杵市では、自治基本条例の名称を「臼杵市まちづくり基本条例」としています。

◉臼杵市まちづくり基本条例って、なに？

せきむ せきむ

ししん

きょうどう
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臼杵市は、「市民が幸せを実感できるまちの実現をめざすため
に、『市民が主役のまちづくり』をまちづくりの基本理念とする」

としています。 (第3条)

この条例の基本理念

【この条例の特徴】
●地域力・市民力を要とし、市民が主役

となって市民が幸せを実感できる臼杵

市づくりを行う精神を表しています。

●市民・議会・行政の役割や責務を明確

にし、協働のまちづくりをめざすこと

を表しています。

●将来を担う子どもを地域の宝として

市民で育てる市民の責務を盛り込ん

でいます。

●「共に考え、共に汗を流し」や「自助・

共助・公助」など、臼杵市で普段使っ

ている言葉を条文として使用してい

ます。

●条例の策定段階から多くの市民の意

見（高校生含む）を聴き、活かしなが

ら市民の手で策定しています。

●条例をイラストでイメージしやすく、

わかりやすくみることができるよう

に工夫しています。

幸せを実感できる「市民が主役のまち
づくり」を行うための決まり

市長マニフェスト

そうだね
～

子ども達にも
まちづくりの
主役になって
もらいたい
ニャー

※

【条例の位置付け】

臼杵市
まちづくり基本条例

臼杵市総合計画

市の運営計画  　
(各部の方針)

各分野の施策

各課の事業計画
 ※各段階で評価 ・ 見直し
 ※健全な財政運営も必要

様々な事業

※…P11参照

かなめ

条
例
と
は

特
徴
・
位
置
付
け
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◉まちづくりってどんなこと？

まちづくり とは
「地域づくり」「自治づくり」「人づくり」とも
言い換えることができ、幸せを実感できるまちを
実現するための公共的な活動の総体をいいます。

※各地域での人づくり、地域づくりの積み重ねや
　連携によって、臼杵市がつくられています。

まちづくりって、
難しいことでは
ないんだね。
これならできそう
だよ。やれるよ！

できることをしたら
いいんだニャー。
毎日あいさつしたり、
地域の行事に参加し
たりはできるニャー。
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市民一人ひとりが「自らがまちづくりの主役」として、「自らの地域のことは自ら
の手で」という思いや意識を持ち、みんなで助け合い支え合いながら、臼杵市らし
いまちづくりを進めていきましょう。その基本となる「人権尊重」「市民総参加」「情
報共有」「協働」の４つの原則（第4条）を土台として、市民の力で地域の力を高めて
いくことが大切です。

◉市民が主役のまちづくりってどう進めるの？

※1…P12～13　※2…P13～14　※3…P14参照

ま
ち
づ
く
り
と
は

原
則
・
し
く
み
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この条例では、市民の権利と責務が定められています。行政や議会は、市民の生活
（活動）を支えるための役割と責務があります。
市民・議会・行政が常に理解し、尊重し、連携し合って、公共的なまちづくりを協働
で行っていくことが大切です。

※1、※2…P11　※3…P11～12参照

◉まちづくりを担うのはだれ？
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市民みんなで知恵を出し、汗を流し、市民が幸せを実感できる臼杵のまちをつ
くっていこうとしています。まずは、臼杵のまちづくりに興味関心を持ち、“わたし”
ができることから始めてみましょう。

◉市民の役割と責務って？

ま
ち
づ
く
り
の
主
役

市
民
の
責
務
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◉自助・共助・公助って何だろう？
臼杵市らしいまちづくりを進めるために、４つの原則（P4・第4条）に基づいて、

「自助・共助・公助」で取り組んでいきましょう。

じじょ きょうじょ こうじょ
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◉市民の力で、地域力を高めて『市民が主役のまちづくり』をしよう!
今、わたしたちは臼杵市で暮らしています。働いています。この臼杵のまちを大切
な“ふるさと”として、守り・育て・活かしていきましょう。そのために、市民一人ひと
りが「まちづくりの主役」となることが大切です。臼杵の将来を担う子どもたちに胸
を張って、“我がまち臼杵”を誇り、継承できるように、臼杵市らしいまちをつくって
いきましょう。
幸せを実感できる臼杵市のまちづくりは、わたしたち一人ひとりの手に、こころ
に、そして地域にかかっています。

ち   

い   
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り
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前  文
第１章 総 　 　 則  （第1条・第2条）
第２章 基本理念及び基本原則
  （第3条・第4条）
第３章 まちづくりを担う主体の役割等
第１節 市 　 　 民  （第5条・第6条）
第２節 議 　 　 会  （第7条・第8条）
第３節 行 　 　 政  （第9条―第11条）
第４章 行 政 運 営 （第12条―第22条）
第５章 市民参画等 （第23条―第27条）
第６章 支え合うまちづくり
  （第28条―第31条）
第７章 この条例の位置付け（第32条）
附  則

臼杵市まちづくり基本条例

目　次

平成１７年、臼杵市と野津町が合併し、新しい臼杵市が誕生しました。わたしたちのこのま

ちは、緑の山々をはじめ、肥沃な大地・豊後水道に面した臼杵湾など豊かな自然環境に恵まれ

ています。

臼杵市では、平安時代末期から鎌倉時代にかけ、高度な仏教文化が花開きました。また、大

友宗麟による西洋文化との活発な交流により、異国情緒の漂う城下町として栄え、キリシタン

に関する史跡など歴史的遺産を遺しています。さらに、藩政時代（近世）の堅実な藩風は、町並

みや人情に今も引き継がれています。

不断の努力を惜しまない質素倹約の気風、一方で、吉四六さんに象徴されるように、どんな

困難でも知恵と笑いで乗り切るユーモア精神を持ち合わせる臼杵人気質は、多彩な文化人・

経済人を生み出してきました。

わたしたちは、このような先人が守り育てた自然や歴史文化のみならず、先人の偉業や人

情を誇りとし、臼杵に「生まれて」「育って」「住んで」「働いて」良かったと思える心豊かな、笑

顔がゆきかう臼杵市を、市民が主体となって次世代に確実に引き継ぎ、発展させていくこと

をめざします。

一人ひとりが、臼杵市民としての誇りと自覚と責任をもち、互いに人権を尊重し、自ら考

え、みんなで知恵を出し、汗を流し、臼杵市民が理想とする幸せなまちづくりを行うために、

臼杵市の最高規範としてここに「臼杵市まちづくり基本条例」を制定します。

前　文

ひ よ く

さいこう きはん

う す き じ ん　き し つ
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条
文
前
文
1
条

4
条

第1章　総則

（目　　的）

第１条　この条例は、臼杵市（以下「本市」という。）におけるまちづくりの基本理念及び基本原則を明らかにす

るとともに、市民、議会及び行政の役割、行政運営の方法、市民参画その他まちづくりの基本となる事

項を定めることにより、「市民が主役のまちづくり」を積極的に推進することを目的とする。

（定　　義）

第２条　この条例において「市民」とは、次のいずれかに該
がいとう

当するものをいう。

（１）市内に住所を有する者（以下「住民」という。）

（２）市内に通勤し、又は通学する者

（３）市内において事業又は活動を行う個人及び法人その他の団体

	 （以下「事業者、地域活動団体等」という。）

２	 この条例において「行政」とは、市長、教育委員会、農業委員会、選挙管理委員会その他本市の執
しっこう

行機関

をいう。

３　この条例において「まちづくり」とは、快適な生活環境の確保、地域社会における安全及び安心の推進

など、暮らしやすいまちを実現するための公共的な活動の総
そうたい

体をいう。

４　この条例において「協働」とは、市民、議会及び行政が適切な役割分担のもと、それぞれが自らの役割

を自覚し、お互いを尊重するなかで、共に考え、共に汗を流し、共通の目的の実現のために協力するこ

とをいう。

５　この条例において「地域コミュニティ」とは、市民一人ひとりがつながりを育み、お互いに助け合い、

豊かな暮らしを築くことを目的として、自主的に構成する多
たよう

様な団体及び組織をいう。

第２章　基本理念及び基本原則

（基本理念）

第３条　本市は、市民が幸せを実感できるまちの実現をめざすために、「市民が主役のまちづくり」をまちづく

りの基本理念とする。

（基本原則）

第４条　本市は、次に掲げる事項をまちづくりの基本原則として定めるものとする。

（１）人権尊重の原則　すべての市民が、お互いの人権を尊重すること。

（２）市民総参加の原則　すべての市民が、性別や年齢等を問わず、自らの意思に基づき、まちづくり	 	

に参
さんかく

画できること。

（３）情報共有の原則　まちづくりに関する情報を市民、議会及び行政が共
きょうゆう

有すること。

（４）協働の原則　まちづくりを進めるにあたり、市民、議会及び行政が協
きょうどう

働すること。
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第３章　まちづくりを担う主体の役割等

第１節　市民

（市民の権利）

第５条　市民は、安全で安心かつ快適な生活を求めていく権利を有する。

２　市民は、行政サービスを公平に受ける権利を有する。

３　市民は、まちづくりに参
さんかく

画する権利を有する。

４　市民は、市政に関する情報について、公開又は提供を求める権利を有する。　

（市民の責務）

第６条　市民は、お互いを尊重し、協力し合わなければならない。

２　市民は、自らの判断に基づいて、まちづくりに取り組むよう努めるものとする。

３　市民は、自らの行動と発言に責任を持つ。

４　市民は、地域コミュニティを尊重するとともに、積極的な参画等により、地域課題の解決に努めるも

のとする。

５　市民は、行政サービスの提供に伴う応
おうぶん

分の負担を持つものとする。

６　市民は、臼杵の将来を担う子どもを地域の宝として、子どもが夢や希望を持ち、心身ともに健やかに

成長していくことができるよう努めるものとする。

７　事業者、地域活動団体等は、地域社会を構成する一員としての社会的責任を自覚し、地域社会との調

和を図り、暮らしやすい地域社会の実現に寄与するよう努めるものとする。

第２節　議会

（議会の基本的役割と責務）

第７条　議会は、住民の直接選挙で選ばれた議員で構成される本市の議事機関であり、住民の代表機関、本市

の意思決定機関としての役割を担う。

２　議会は、行政の事務執行の監視機能及び政策形成機能の強化に努めるものとする。

３　議会は、市民の負
ふたく

託にこたえるため、市民の意見を把握し、市政への反映に努めるものとする。

（議員の基本的役割と責務）

第８条　議員は、市民の負
ふたく

託にこたえ、市民全体の奉仕者として公平、公正かつ誠実に職務を遂行しなければ

ならない。

２　議員は、市民の代表者としての品格を保持し、議会の責務を遂行するため、常に自
じ こ

己研
けんさん

鑽に努めなけ

ればならない。

３　議員は、議会活動に関して市民に説明するとともに、市政の課題について調査研究を行い、広く市民

の声を聴き、市民全体の利益を優先した活動を行わなければならない。

第３節　行政

（行政の基本的役割と責務）

第９条　行政は、効率的で透明性の高い行政運営を行わなければならない。

２　行政は、総合的かつ計画的な行政運営を行わなければならない。

３　行政は、公平で質の高い行政サービスの提供を図ることにより、市民福祉の増進及び地域の活性化に

努めなければならない。

４　行政は、自らの判断と責任において、その所管する事務を誠実に執行するとともに、相互に連携して

行政機能を発揮するよう努めなければならない。

５　行政は、職員の能力向上を図り、その能力が発揮されるよう努めなければならない。
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5
条

17
条

６　行政は、地域コミュニティの自主性を尊重し、円
えんかつ

滑な活動ができるよう連携に努めなければならな

い。

７　行政は、まちづくり及び地域コミュニティ活動を支える市民の育成に努めなければならない。

（市長の基本的役割と責務）

第10条　市長は、市政全体の総合調整のほか、その他の権限を適正に行使することにより、本市をリードして

いかなければならない。

２　市長は、地域の資源を最大限に活用し、財源確保に努めるとともに、最少の経費で最大の効果を上げ

るため、効率的な行財政運営に努めなければならない。

３　市長は、市民の意向、地域の実情等を把握し、行政サービスの質の向上に努めなければならない。

４　市長は、政策の立案、実施及び評価について、市民への説明責任を果たすため、必要な措
そ ち

置を講
こう

じるよ

う努めなければならない。

（職員の責務）

第11条　職員は、常に法令及び条例等を遵
じゅんしゅ

守し、全体の奉仕者として、公正かつ誠実に職務に従
じゅうじ

事し、全力を

挙げてその職務に専
せんねん

念しなければならない。

２　職員は、職務に必要な専門的知識の習
しゅうとく

得及び能力の向上に努めなければならない。

３　職員は、自らが地域の一員であることを自覚し、市民としての責務を果たすとともに、積極的に地域

コミュニティ活動に参
さんかく

画するよう努めなければならない。

第４章　行政運営

（総合計画の策定及び進行管理）

第12条　本市は、総合的かつ計画的な市政運営を行うため、最上位の計画として、総合計画を策定するものと

する。

２　市長は、総合計画の策定にあたっては、市民の参画の機会を確保するものとする。

３　市長は、総合計画の進行を管理し、必要に応じ見直し、その状況を公表するものとする。

（財政運営）

第13条　行政は、中長期的な財政見通しのもとに予算を編成するなど、計画的で健全かつ弾
だんりょくてき

力的な財政運営

に努めなければならない。

（政策と法務の連携）

第14条　行政は、市政の課題を解決し、自主自立のまちづくりを進める政策の実現のため、地方自治の本
ほんし

旨に

基づき、法令を解釈し、条例その他の規
きてい

程を適切かつ効果的に活用するものとする。

（条例制定等の手続）

第15条　市長は、まちづくりに関する重要な条例を立案しようとするときは、市民の参
さんかく

画を図り、市民の意見

を反
はんえい

映させるように努めなければならない。

（行政評価）

第16条　行政は、効果的かつ効率的な行政運営並びに総合計画の着実な実行及び進行管理のため、市民の視

点に立った行政評価の制度を整
せいび

備し、実施するものとする。

２　行政は、評価の結果を市民に公表するとともに、必要に応じてその結果を適切に市政に反
はんえい

映させなけ

ればならない。

（行政手続）

第17条　行政は、行政運営における公正の確保と透明性の向上を図り、市民の権利利益の保
ほ ご

護に資
し

するため、
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処分、行政指導及び届出に関する手続を明らかにするものとする。

（情報の公開及び提供）

第18条　行政は、市政について市民に説明する責任を果たすとともに、市民の市政への参
さんかく

画をより促
そくしん

進する

ため、市が保有する市民生活に必要な情報について公開及び提供するものとする。

２　行政は、情報の提供にあたっては、市民に分かりやすい方法を工夫しなければならない。

（個人情報の取扱い）

第19条　行政は、個人の権利利益を保護するため、本市の保有する個人情報を適
てきせい

正に

取り扱わなければならない。

（意見、要望等への対応）

第20条　行政は、行政運営に対する意見、要望等があったときは、速やかに事実関係等を調査し、誠実に対応

しなければならない。

２　行政は、意見、要望等に対して、必要があると認めるときは、その改善のための適
てきせつ

切な措
そ ち

置を講
こう

じなけ

ればならない。

（危機管理）

第21条　行政は、災害等の緊
きんきゅう

急の事
じたい

態に備
そな

え、市民の生命、身体及び財産の安全を確保するため、危
き き

機管
かんりたい

理体

制
せい

を確
かくりつ

立しなければならない。

２　行政は、緊急の事態にあたっては、市民及び関係機関等と自助・共助・公助の精神に基づいた連携及び

協力を図るものとする。

（行政組織の編成）

第22条　行政は、機能的かつ効率的な組織を編成するとともに、行政事務を円
えんかつ

滑に遂
すいこう

行するため、

組織間の連携及び横
おうだんてき

断的調
ちょうせい

整を図
はか

るものとする。

第５章　市民参画等

（市民参画の機会の保障）

第23条　行政は、市民がまちづくりに参
さんかく

画する機会を確保しなければならない。

２　行政は、市民がまちづくりに参
さんかく

画するための制度を整備するとともに、その周
しゅうち

知に努めなければなら

ない。

（市民提案の推進）

第24条　市民は、公益的な観点から市政に対して提案することができる。

２　行政は、市民の提案を市政に反映させるための制度の拡
かくじゅう

充に努めなければならない。

（市民意見の募集）

第25条　行政は、重要な政策等の立案にあたっては、事前に市民意見を募集する手続（以下「パブリックコメ

ント」という。）を実施しなければならない。

２　行政は、パブリックコメントにより提出された市民の意見を十分考慮して意思決定を行うとともに、

その意見に対する考え方を取りまとめて公表しなければならない。

（審議会、委員会等への市民参画）

第26条　行政は、法令に基づき設置する審議会等のほか、市政に関する提言、意見を求めるため、委員会等を

設置するものとする。

２　行政は、法令等に特段の定めがある場合を除き、審議会、委員会等の委員については、公
こうぼ

募等により市

民の幅広い層から必要な人材を選
せんにん

任するよう努めるものとする。
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17
条

32
条

３　行政は、審議会、委員会等の公開に努めるものとする。

（住民投票の実施及び尊重）

第27条　市長は、市政に関する重要な事項について、市民の意思を確認するため、

住民投票を実施することができるものとする。

２　市民、議会及び行政は、住民投票を実施したときは、その結果を尊重しなければならない。

第６章　支え合うまちづくり

（協働のまちづくり）

第28条　市民、議会及び行政は、目的と情報を共有し、相互の理解と信頼のもと、人権を尊重しながら協働の

まちづくりを進めるものとする。

２　行政は、協働の推進にあたっては、市民の自立性を促
うなが

し、自主性を尊重しなければならない。

３　行政は、市民の「協働のまちづくり」に資する活動を支えるため、市民が自ら学び、考えることができ

る環境づくりに努めなければならない。

（まちづくりの推進）

第29条　行政は、地域コミュニティがまちづくりの担い手であることを認識し、その活動を支えるための必

要な方策を講じるものとする。

２　行政は、課題解決等のために地域コミュニティから協力の求めがあったときは、助言その他適
てきせつ

切な

支
しえん

援を行うものとする。

３　行政は、地域コミュニティとの協働により、地域の特性を活かしたまちづくりを推進するものとす

る。

（対等な立場での参画）

第30条　市民、議会及び行政は、多様な文化及び価値観を理解し、尊重することにより、あらゆる人が地域社

会の一員として対
たいとう

等の立場でまちづくりに参画できるよう努めなければならない。

（他都市等との連携及び協力）

第31条　行政は、共通する課題の解決のため、対
たいとう

等な立場で、国、県及び他の地方公共団体等との連携に努め

るものとする。

２　行政は、国際社会に果たす本市の役割を認識し、海外の行政機関等との連携及び協力に努めるものと

する。

第７章　この条例の位置付け

（この条例の位置付け）

第32条　この条例は、本市が進めるまちづくりの基本を定める最
さいこう

高規
きはん

範であり、市民、議会及び行政は、この

条例の趣
しゅし

旨を尊
そんちょう

重しなければならない。

附　則

この条例は、平成２５年４月１日から施行する。
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１．緑の山、青い海、肥沃な大地を次世代に引き継ぎましょう。

１．郷土に誇りを持ち、文化や歴史を子孫に伝えましょう。

１．先人の知恵と人情を持ち続け、幸せなまちをつくりましょう。

１．笑顔でこころのゆきかうまちをつくりましょう。

１．みんなで知恵を出し、汗を流し、主体的に参画する明るいまちを
つくりましょう。

　　　　　　　　　　　（臼杵市まちづくり基本条例の前文箇条書き）
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